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	応用
	抗原情報
	背景
	MYST1（MYSTヒストンアセチルトランスフェラーゼ1、MOF）は、細胞内で転写調節に利用されるヒストンアセチルトランスフェラーゼのMYSTファミリーに属します。MYSTファミリーには、創設メンバーであるMOZ、酵母YBF2およびSAS2、そしてTIP60にちなんで名付けられたMYST1が含まれます。このファミリーのすべてのメンバーは、標準的なアセチルCoA結合部位とC2HC型ジンクフィンガーモチーフを含む約240アミノ酸からなるMYST領域を含んでいます。ほとんどのMYSTタンパク質は、タンパク質間相互作用に関与し、転写調節因子をクロマチンに標的化するクロモドメインも持っています。MOFは男性と女性の両方で発現しますが、X染色体と関連しているのは男性のみです。MOFには、ヌクレオソームの球状部分とヒストンH4との接触に使用されるジンクフィンガードメインが含まれています。ヒトMOFのカルボキシ末端ドメインは、ヒストンH3およびH2Aに対するヒストンアセチルトランスフェラーゼ活性も有しており、これは他のMYSTファミリーヒストンと共通する特徴である。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	Hela（1）、HepG2（2）、およびSMMC-7721（3）細胞溶解物に対するMYST1マウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	MOF/MYST1 マウス mAb (緑) を使用した Eca 109 細胞の共焦点免疫蛍光分析。核局在を示しています。
	

	パラフィン包埋ヒト食道扁平上皮癌 (A)、正常食道上皮 (B)、直腸腺癌 (C)、肺扁平上皮癌 (D)、乳房浸潤癌 (E)、乳房浸潤癌 (F) 組織の免疫組織化学分析。MOF/MYST1 マウス mAb を用いた DAB 染色による核局在を示しています。

